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肥前磁器 と初期マイセン磁器 (3)






























































































































































































































































































(1) ｢唐白磁と通称されるス トー ンウェア｣(三上 1988(b),p80)がある.大英博物館




(2)長谷部 ･今井 1995,p.95.具体的には,4世紀について,青磁硯 ･瓶 ･碗の破片 (ソ
ウル市 ･城跡,岡内 1997,p.119;門田 1993,p.51) ;青磁壷の完器 ･破片 (ソウル
市 ･古墳群,岡内 1997,pp119,121;門田 1993,p53);羊型青磁 (江原道 ･墳墓,
岡内 1997,p.121;門田 1993,p.54) ;青磁壷 (恩情両道 ･墳墓,岡内 1997,p.
121;門田 1993,p54)であり,6世紀について,青磁壷2個と白磁灯明皿5個 (恩情
両道 ･百済武寧王陵,岡内 1997,pp.122,124;門田 1993,pp.56,59);青磁碗 (磨
尚南道 ･墳墓,岡内 1997,p.124) ;青磁壷破片 (全羅北道 ･墳墓,岡内 1997,p.
124;門田 1993,pp.54,56) ;青磁壷破片 (忠治北道 ･祭杷遺跡,岡内 1997,p




部 1992,pp140-141;長谷部 ･今井 1995,p.99では,責粕陶器と規定されている.≡





(5)長谷部 ･今井 1995,p.99.三上 1987などによれば,9-10世紀の河北省諸窯の白
磁,越州窯青磁と ｢長沙---窯磁｣は東アジアから近東地域にまで輸出された.三上














































































































































































































































































(高橋 1991,p.42)｣,｢-ルストン｣(三杉 1981,p160)と ｢エルンストン｣(三杉
1976,p.169)は,エルンストの誤植である.












カブ 1987(2),p.18の ｢ファッガ-ズ Fuggers商会｣は,フッガ-商会あるいは同族会
社 (南 ドイツ)の誤植であろう.
(6) トプカブ 1987(1),p.7.















































学会 1991,pp365-366;三杉 1984,pp.181-185,204;三杉 1981,pp158-161;メド
レー 1981,p274;三秒 1976,pp162-190;西田 1976(b),pp295,298-299(金欄手
44個)を参照





















代 ｢ジャ--ソ･ギール｣と第5代 ｢シャー ･ジャ--ソ｣の銘を付けた,元代と15世
紀の育花磁器は,今では ｢世界に散在している｣.三杉 1976,pp127-128.さらに,金
沢 1991,pp.28-29,32を参照.なお,ジャ--ソ･ギール銘については,トプカブ
1987(1),p37をも参照.
(46)三杉 1976,p128.なお,パトナほどハ-ル州にある.
(47)三杉 1976,p.128(元代青花磁器を含む中国磁器百数十個のウィリアムズ ･コレク
ションは,主としてここの旧蔵晶であった).また,三上 1988(a),pp.146,173;三杉
1986,p121を参照.なお,19世紀後半に収集された,14世紀半ばから17世紀にかけての
青磁 ･青花磁器約6百個からなるカミンズ ･コレクションは,ウッタルプラデシュ州
アウド藩王の旧蔵品であった.三杉 1976,p128,さらに,三上 1988(a),pp146,
173-174;三杉 1986,pp.120-121を参照,
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